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セ
ル
フ
ス
タ
ン
ド
で
安
全

に
給
油
し
ま
し
ょ
う

　
セ
ル
フ
ス
タ
ン
ド
に
は
、
危
険

物
の
取
り
扱
い
経
験
や
知
識
の
な

い
方
で
も
操
作
で
き
る
よ
う
な
安

全
対
策
が
講
じ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

誤
っ
た
操
作
に
よ
り
大
事
故
に
つ

な
が
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
ガ

ソ
リ
ン
の
取
り
扱
い
に
は
十
分
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

①
給
油
中
は
エ
ン
ジ
ン
を
停
止
し
、

ラ
イ
タ
ー
、
た
ば
こ
等
の
火
気
は

使
用
し
な
い

　
エ
ン
ジ
ン
を
か
け
た
ま
ま
の
給

油
や
、
た
ば
こ
を
吸
い
な
が
ら
の

給
油
等
は
火
災
の
原
因
と
な
り
大

変
危
険
で
す
。

②
静
電
気
に
よ
る
火
災
防
止

　
ガ
ソ
リ
ン
は
、
気
温
が
氷
点
下

40
度
で
も
気
化
し
、
静
電
気
で
も

引
火
し
ま
す
。

　

静
電
気
火
花
を
防
ぐ
た
め
に
、

必
ず
「
静
電
気
除
去
シ
ー
ト
」
に

タ
ッ
チ
し
ま
し
ょ
う
。

③
継
ぎ
足
し
給
油
を
し
な
い

　
継
ぎ
足
し
給
油
を
す
る
と
満
量

時
の
自
動
停
止
機
能
が
正
常
に
作

動
せ
ず
、
吹
き
こ
ぼ
れ
の
原
因
と

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
給
油
が

自
動
的
に
止
ま
っ
た
ら
、
そ
れ
以

上
の
給
油
は
し
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

④
給
油
後
は
ノ
ズ
ル
を
握
ら
な
い

　
給
油
後
に
ノ
ズ
ル
を
握
っ
て
し

ま
い
、
目
や
体
に
か
か
る
事
故
が

発
生
し
て
い
ま
す
。
万
が
一
、
ガ

ソ
リ
ン
な
ど
を
浴
び
て
し
ま
っ
た

場
合
は
、
動
き
回
ら
ず
に
イ
ン

タ
ー
ホ
ン
等
で
従
業
員
を
呼
び
ま

し
ょ
う
。

⑤
ガ
ソ
リ
ン
を
携
行
缶
に
自
分
で

詰
め
替
え
な
い

　
セ
ル
フ
ス
タ
ン
ド
で
は
、
ユ
ー

ザ
ー
自
ら
が
ガ
ソ
リ
ン
を
容
器
に

詰
め
替
え
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

容
器
に
詰
め
替
え
る
場
合
は
、
従

業
員
に
依
頼
し
ま
し
ょ
う
。

⑥
停
車
枠
に
停
車
す
る

　

停
車
枠
内
に
停
車
し
な
い
と
、

万
が
一
、
火
災
が
発
生
し
た
時
に

消
火
設
備
が
有
効
に
機
能
し
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
／
消
防
本
部
予
防
課

　
☎
４
６
０

−

０
１
２
１

飲
食
店
等
に
お
け
る
消
火
器
具
の

設
置
基
準
が
改
正
さ
れ
ま
し
た

　
平
成
28
年
12
月
22
日
に
発
生
し

た
新
潟
県
糸
魚
川
市
大
規
模
火
災

の
教
訓
を
踏
ま
え
、
消
防
法
施
行

令
が
改
正
さ
れ
、
小
規
模
な
飲
食

店
に
対
す
る「
消
火
器
具
」の
設
置

義
務
の
範
囲
が
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。

〔
施
行
期
日
〕

　
平
成
31
年
10
月
１
日
か
ら

〔
改
正
内
容
〕

　
消
火
器
具
を
設
置
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
防
火
対
象
物
と
し
て
、

延
べ
面
積
が
150
平
方
メ
ー
ト
ル
未

満
の
飲
食
店
の
う
ち
、
火
を
使
用

す
る
設
備
ま
た
は
器
具
（
防
火
上

有
効
な
措
置
と
し
て
総
務
省
令
で

定
め
る
措
置
が
講
じ
ら
れ
た
も
の

を
除
く
）
を
設
け
た
も
の
が
追
加

さ
れ
ま
す
。

〔
防
火
上
有
効
な
措
置
〕

　
次
の
「
火
を
消
す
装
置
」
を
設

け
た
場
合
は
消
火
器
の
設
置
義
務

は
あ
り
ま
せ
ん
。

①
調
理
油
過
熱
防
止
装
置

　
鍋
等
の
過
度
な
温
度
上
昇
を
検

知
し
て
自
動
的
に
ガ
ス
の
供
給
を

停
止
さ
せ
る
も
の
。

②
自
動
消
火
装
置

　
厨
房
設
備
に
お
け
る
温
度
上
昇

を
感
知
し
て
自
動
的
に
消
火
薬
剤

を
放
射
す
る
も
の
。

③
そ
の
他
の
危
険
な
状
態
の
発
生

防
止
お
よ
び
発
生
時
に
被
害
を
軽

減
す
る
安
全
機
能
を
有
す
る
装
置

　
例
：
圧
力
感
知
安
全
装
置

※
な
お
、
立
ち
消
え
安
全
装
置
は

火
を
消
す
装
置
に
は
な
ら
な
い
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

〔
消
火
器
の
点
検
〕

　
消
火
器
の
設
置
が
義
務
付
け
ら

れ
た
飲
食
店
に
つ
い
て
は
、
維
持

管
理
の
た
め
、
消
火
器
の
点
検
と

平
成
29
年
度
決
算
の
概
要

　
歳
入
決
算
額
は
、
予
算
現
額
54

億
４
３
７
５
万
３
０
０
０
円
に
対

し
、
収
入
済
額
54
億
６
１
７
５
万

９
４
０
０
円
で
100
・
３
㌫
の
収
入

率
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
歳
出
決
算
額
は
、
予
算
現
額
54

億
４
３
７
５
万
３
０
０
０
円
に
対

し
、
支
出
済
額
52
億
６
１
０
２
万

１
９
３
０
円
で
96
・
６
㌫
の
執
行

率
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
障
害
者
支
援
施
設
す
わ
緑
風
園

の
運
営
に
３
億
５
０
９
６
万
８
３

０
７
円
を
、
し
尿
処
理
場
の
運
営

や
新
た
な
施
設
の
建
設
に
３
億
４

１
４
３
万
９
１
９
６
円
を
支
出
し

ま
し
た
。

　
ま
た
、
埼
玉
県
南
西
部
消
防
本

部
の
業
務
運
営
費
や
施
設
設
備
の

整
備
に
43
億
７
５
９
５
万
２
８
４

６
円
を
支
出
し
ま
し
た
。

市
民
１
人
当
た
り
に

使
わ
れ
た
お
金

１
万
１
４
０
１
円

（
注
）
平
成
29
年
10
月
１
日
現
在
の

構
成
市
住
民
基
本
台
帳
人
口
46
万

１
４
３
８
人
で
算
出
し
て
い
ま
す
。

問
／
総
務
課

　
☎
４
６
１

−

２
４
１
５

消防費
（消防業務運営費）
43億7,595万2,846円

（83.2%）

公債費
（長期債元金および利子）

5,892万4,957円
（1.1%）

議会費
（議会運営費）
596万4,151円
（0.1%）

総務費
（事務局運営費）
1億2,777万2,473円

（2.4%）
民生費

（障害者支援施設運営費）
3億5,096万8,307円

（6.7%）

使用料および手数料
（障害者支援施設使用料など）

2億8,616万5,764円
（5.2%）

分担金および負担金
（構成市からの負担金など）
46億4,774万1,400円

（85.1%）

組合債
1億2,260万円
（2.3%）
繰越金

（前年度からの繰越金）
2億2,192万9,152円

（4.1%）

国庫支出金
（防衛省および総務省からの補助金）

1億7,559万9,000円
（3.2%）

財産収入
（土地貸付料）
111万7,522円
（0.0%）諸収入

660万6,562円
（0.1%）

衛生費
（し尿処理場運営費）
3億4,143万9,196円

（6.5%）

朝
霞
地
区
一
部
事
務
組
合
だ
よ
り

歳出 歳入
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【
収
集
開
始
日
】

　
平
成
31
年
１
月
４
日
㈮

問
／
し
尿
処
理
場

　
☎
４
６
７

−

９
９
２
１

平
成
31
・
32
年
度
入
札
等
参

加
資
格
審
査
申
請
の
受
付

　
朝
霞
地
区
一
部
事
務
組
合
が
発

注
す
る
事
業
の
入
札
等
に
参
加
す

る
た
め
の
資
格
審
査
申
請
の
受
付

を
行
い
ま
す
。

受�

付
期
間
／
平
成
31
年
２
月
１
日

㈮
～
15
日
㈮
（
土
・
日
曜
日
、

祝
日
を
除
く
）
午
前
９
時
～
11

時
45
分
、
午
後
１
時
～
５
時

受�

付
場
所
／
朝
霞
地
区
一
部
事
務

組
合
（
朝
霞
消
防
署
３
階
）

※
提
出
書
類
等
詳
細
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問�
／
総
務
課

　
☎
４
６
１

−

２
４
１
５

消
防
署
に
点
検
の
結
果
報
告
も
併

せ
て
義
務
付
け
と
な
り
ま
す
。

　

ご
自
身
で
点
検
す
る
場
合
は
、

総
務
省
消
防
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
／
消
防
本
部
予
防
課　

　
☎
４
６
０

−

０
１
２
１

救
急
車
適
正
利
用
啓
発
ポ

ス
タ
ー
図
画
決
定

　
今
年
度
は
178
点
の
応
募
が
あ
り
、

最
優
秀
賞
に
埼
玉
県
立
朝
霞
西
高

等
学
校
２
年
の
小こ

嶋じ
ま

菜な

南な

子こ

さ
ん
、

特
別
賞
（
朝
霞
地
区
医
師
会
長
賞
）

に
朝
霞
市
立
朝
霞
第
二
中
学
校
３

年
の
大お

お
野の

晴は
る
喜き

さ
ん
、
消
防
長
賞

に
朝
霞
地
区
医
師
会
立
朝
霞
准
看

護
学
校
１
年
の
鈴す

ず
木き

京き
ょ
う

子こ

さ
ん
の

作
品
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
最
優
秀

作
品
の
図
画
は
、
ポ
ス
タ
ー
と
し

て
印
刷
し
、
管
内
の
医
療
機
関
お

よ
び
公
共
施
設
に
掲
示
し
て
い
ま

す
。

救
急
に
関
す
る
標
語
の
決
定

　
今
年
度
の
最
優
秀
作
品
と
し
て

志
木
市
在
住
の
石い

し
田だ

緑み
ど
りさ

ん
の
作

品
「
勇
気　
行
動　
そ
の
手
で　

　朝霞地区一部事務組合は、朝霞市・志木市・
和光市および新座市の４市で構成され、し尿
処理場、障害者支援施設すわ緑風園、埼玉県
南西部消防本部の業務を共同で行っています。
■朝霞地区一部事務組合　事務局
　朝霞市溝沼1-2-27　☎461−2415
　ホームページアドレス
　https://www.kennanseibu119.jp/
■埼玉県南西部消防本部
　朝霞市溝沼1-2-27　☎460−0119
　ホームページアドレス
　https://www.kennanseibu119.jp/firedepartment/

救
命
!!
」
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
標
語
は
ボ
ー
ル
ペ
ン
等
に

印
字
さ
れ
救
急
講
習
や
催
し
物
等

で
配
布
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
へ
の

救
急
業
務
に
関
す
る
普
及
啓
発
に

利
用
し
て
い
き
ま
す
。

問
／
消
防
本
部
救
急
課　

　
☎
４
６
０

−

０
１
２
４

埼
玉
県
救
急
電
話
相
談

　
埼
玉
県
で
は
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ

ル
♯
７
１
１
９
を
導
入
し
、
救
急

電
話
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

大
人
や
子
ど
も
の
急
な
病
気
や
け

が
に
関
し
て
、
看
護
師
の
相
談
員

が
医
療
機
関
を
受
診
す
べ
き
か
な

ど
を
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
の
で
、

判
断
に
迷
っ
た
と
き
は
お
気
軽
に

お
電
話
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
相
談
時
間　
24
時
間
365
日

◆
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル

　
♯
７
１
１
９

◆
電
話
番
号

　
☎
０
４
８

−

８
２
４

−

４
１
９

９
（
ダ
イ
ヤ
ル
回
線
、
Ｉ
Ｐ
電
話
、

Ｐ
Ｈ
Ｓ
を
ご
利
用
の
場
合
）

◆
使
用
上
の
お
願
い

　
こ
の
電
話
相
談
は
医
療
行
為
で

は
な
く
、
電
話
で
の
ア
ド
バ
イ
ス

に
よ
り
、
相
談
者
の
判
断
の
参
考

と
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
の
で

あ
ら
か
じ
め
ご
理
解
の
う
え
、
利

用
し
て
く
だ
さ
い
。

問�
／
埼
玉
県
保
健
医
療
部
医
療
整

備
課　
☎
０
４
８

−

８
３
０

−

３
５
５
９

Ｎ
Ｅ
Ｔ
119
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム

　
『
Ｎ
Ｅ
Ｔ
119
』
は
、
音
声
に
よ

る
119
番
通
報
が
困
難
な
方
を
対
象

と
し
た
新
し
い
緊
急
通
報
シ
ス
テ

ム
で
す
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
・
携

帯
電
話
の
画
面
操
作
だ
け
で
消
防

車
や
救
急
車
を
簡
単
に
呼
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
シ
ス
テ
ム
の
詳
し
い
内
容
と
登

録
方
法
は
、
消
防
本
部
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
対
象
者
】

　
市
内
に
在
住
、
在
勤
ま
た
は
在

学
の
方
で
、
音
声
に
よ
る
119
番
通

報
が
困
難
な
方

【
利
用
開
始
方
法
】

　
消
防
本
部
に
申
請
が
必
要
で
す
。

問
／
消
防
本
部
指
令
統
括
課　

　
☎
４
６
０

−

０
１
２
３

　

�
４
６
０

−

０
１
２
５

火
災
・
病
院
案
内

　
管
内
で
の
火
災
発
生
状
況
、
休

日
・
夜
間
な
ど
に
診
療
を
行
っ
て

い
る
医
療
機
関
（
管
内
・
近
隣
含

む
）
の
診
療
状
況
を
音
声
ガ
イ
ダ

ン
ス
に
よ
り
案
内
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
医
療
機
関
を
受
診
さ
れ

る
方
は
、
直
接
病
院
に
電
話
連
絡

の
う
え
、
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　
☎
４
６
１

−

８
１
８
１

問�
／
消
防
本
部
指
令
統
括
課

　
☎
４
６
０

−

０
１
２
３

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
有
料
広
告
募
集

掲��

載
で
き
る
方
／
原
則
、
朝
霞
市
、

志
木
市
、
和
光
市
お
よ
び
新
座

市
内
に
事
業
所
等
を
有
す
る
方

申�

込
方
法
／
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ

る
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

の
う
え
、
営
業
証
明
書
お
よ
び

広
告
の
版
下
原
稿
を
添
え
て
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

掲�

載
の
決
定
／
申
込
受
付
後
、
内

容
を
審
査
の
う
え
掲
載
の
可
否

を
決
定
し
、
申
込
者
に
通
知
し

ま
す
。

※
詳
細
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

申�
・
問�
／
総
務
課

　
☎
４
６
１

−

２
４
１
５

年
末
年
始
の
し
尿
収
集

　
年
末
年
始
の
し
尿
収
集
日
に
つ

い
て
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　
不
明
な
点
は
、
し
尿
処
理
場
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

【
収
集
最
終
日
】

　
12
月
29
日
㈯　
午
前
中
ま
で

朝霞西高等学校２年
小嶋菜南子さんの作品

最優秀賞

申…申し込み　問…問い合わせ


